
   社会福祉法人 飯南町社会福祉協議会 

社協だより 

 

本誌は、 「日本赤十字運動について」

「赤い羽根共同募金について」

「社協会費について」

を掲載しています。

２０１７ 

５ Vol.55 

月号 

～毎年５月は、赤十字運動月間です！～ 

皆様からいただいた日赤の会費は、国内外で起こる様々な災害の救援活動のために使われています。

どうか今年も、一人でも多くの方に赤十字の活動をご理解いただき、会費募集にご協力賜りますよう

お願い申し上げます。

※社協だより５月号は、日赤会費の一部を使わせていただいています。

【お問い合わせ先】 〒 島根県飯石郡飯南町野萱 飯南町社会福祉協議会

： ： ：
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【助 成 総 額】 万円

【受 付 期 間】 平成 年 月 日（土）～ 平成 年 月 日（月）

【お問合わせ】 飯南町社会福祉協議会 総務課（ ：７６―２１７０）

  
 
  

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 

 

～毎年地域住民の方々から様々な活動資金の協力をいただいています～ 

～それぞれの活動にご理解いただき、今後ともご協力をよろしくお願いいたします～ 

社協会費  ■飯南町社会福祉協議会 

 

赤い羽根共同募金 ■飯南町共同募金委員会 

赤い羽根共同募金は、戦後直後の 年（昭和 年）

に戦後復興の一助として、戦争で打撃をうけた福祉施設を

中心に資金支援する活動としてスタートしました。

その後、社会が大きく変化する中で、さまざまな地域福

祉の課題解決に取り組む、民間団体を支援する仕組みとし

て行われています。

飯南町社協は、「一人ひとりのつながりを大切にし、誰もが安心して暮らすことができる福祉のま

ちづくり」を基本理念とし、飯南町にお住まいの皆さんにご支援をいただきながら地域福祉活動を推

進していきます。

この地域福祉活動を推進するための財源として、会費・共同募金・寄附金を活用していますが、特

に会費は大きな財源となっており、町内の各地区で行われる小地域福祉活動やサロン事業を推進する

ことで地域還元を行ったり、地域福祉課が行う地域福祉活動事業などに活用しています。

昨年度の実績額２５３８９６４円

共同募金は使い道や集める額を事前に定めて、募金を募る仕

組みになっていますので、地域の方へ協力依頼をする時は目安

額（ 円）を明示しています。

どんなことに活用されているの？

集まった募金の約２０％は島根県内の福祉事業に、約８０％は飯南町内

の福祉事業に使われています。

会費はいくら？

会費の使途は？

住民会費： 世帯あたり 円

賛助会費： 円（住民会費に上乗せ）

※飯南町社協を特に支援していただいている方

団体会費： 円以上

※飯南町社協にご支援していただいている町内の企業団体

○地域福祉推進事業に 円

・小地域福祉活動事業やいきいきサロン事業、敬老会事業など

○ひきこもり等相談事業『ぷらっと』に 円

○総合相談事業に 円

・法律相談やこもれび相談など

○法人後見受任事業に 円

○運営費に 円

昨年度の実績額 ２６５３５００円

住民会費： ２３８１０００円（１２０４世帯）

賛助会費： １２７５００円（８６件）

団体会費： １４５０００円（２９の企業団体）

街頭募金

都加賀サロン

単身高齢者交流会

イベント募金

金屋子劇場（異世代交流）

敬老会

公募助成事業（第 次募集）のお知らせ

～島根県内～
■社会福祉施設の整備・車輌等の購入

■子どもの遊び場整備

■市町村域を越えて活動する社会福祉団体の事業費

■災害等準備金

 ～飯南町内～
■社会福祉協議会が行う地域福祉サービス

・生活カレンダー作成事業：単身高齢者の方へカレンダーを配布します。

・小地域活動助成事業：小地域での交流やサロン等に助成されます。

・福祉教育推進事業：各学校や公民館で活用されています。

■民生児童委員協議会が行う地域福祉事業

・施設入所者への粗品の贈呈

・三歳児への絵本の贈呈

・在宅介護者・単身高齢者への歳末見舞事業

■各種団体への公募配分金事業

 

飯南町社協では、広域を対象とした福祉活動に対し、皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金を資

源とする助成を行っています。

 

町が元気になる 町を思う

笑顔がふえる 誰かの願いが叶う
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■国際救援活動

○アジア・大洋州給水・衛生キット支援事業

国際赤十字・赤新月社連盟は、アジア・大洋州で洪水や台風などの災害に頻繁に見舞われる国や地

域に対し、「給水・衛生キット」の備蓄整備を進めています。

日赤島根県支部では、中国・四国の各県支部と連携し、これらのキットの配備にかかる資金協力を

行っています。

○海外救援金・ 海外たすけあいの事業

海外で発生した災害や紛争による被災者を支援するため、皆様からの救援金を受け付けています。

日本赤十字 ■日本赤十字飯南町分区 

赤十字事業は、災害時の救護活動や国際救援、支援など、人命に直接かかわる業務が中心になって

います。こうした活動を行う財源として「会費」があります。

毎年 月には会員増強運動が行われ、この期間に合わせ、地域の方へ会費の協力依頼をしています。

会費はいくら？

会費額： 世帯あたり 円以上のご協力をいただいています。

※この金額は島根県内で統一されており、赤十字活動を行っていくうえで

必要な金額となっています。

会費のほかにも、社協窓口へ募金箱の設置もしています。

平成 年度の実績

１５９１件 １１５４４３０円

※会費については全額日赤島根県支部に送り、国内外にお

ける災害時の救援事業に使われます。

町内でも赤十字の支援を受けています

・家屋の全焼（全壊）の際には支援物資（毛布・日用品）、見舞金が送られます。

・豪雨災害（ ）の際に避難所に毛布が配られました。

・救急法などの講習会を無料で受けることができます。

・町内の自治会や各小中学校からの依頼により、日赤職員による講習会が実施

されます。

講習会

（赤名自治振興協議会）

 

日赤ブース設置（ぼたんまつり）

募金箱の設置 支援物資

日赤島根県支部の主な活動について

幼児安全法

■災害救護活動

地震・台風などの災害が発生した際、直ちに救護班を被災地

へ派遣し医療救護活動を行います。その他、被災された方々の

ために、こころのケア活動、義援金の募集・受付、毛布等の救援

物資の配付などの様々な支援活動を行います。

避難所での活動の様子（熊本地震）

■救急法などの講習会の実施

○救急法 ○幼児安全法 ○水上安全法

○雪上安全法 ○健康生活支援講習

 ■社会福祉事業

松江赤十字乳児院を設置・運営し、乳幼児福祉の向上に努めています。 
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・救急法などの講習会を無料で受けることができます。

・町内の自治会や各小中学校からの依頼により、日赤職員による講習会が実施

されます。

講習会

（赤名自治振興協議会）

 

日赤ブース設置（ぼたんまつり）

募金箱の設置 支援物資

日赤島根県支部の主な活動について

幼児安全法

■災害救護活動

地震・台風などの災害が発生した際、直ちに救護班を被災地

へ派遣し医療救護活動を行います。その他、被災された方々の

ために、こころのケア活動、義援金の募集・受付、毛布等の救援

物資の配付などの様々な支援活動を行います。

避難所での活動の様子（熊本地震）

■救急法などの講習会の実施

○救急法 ○幼児安全法 ○水上安全法

○雪上安全法 ○健康生活支援講習

 ■社会福祉事業

松江赤十字乳児院を設置・運営し、乳幼児福祉の向上に努めています。 


